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墓森寇τ歎比2隅亜角礫を
砂 (し、
所々砂分が多くなる

混

拿灸♂鏡雌 の亜角礫を主体と
し、
全体に粘土分を多く混入する

就 誕 誌 跛 の亜角礫を主体と
し、
全体に粘上分を多く混入する

肇諄剥撃秀な鬱魅

臨 の正角礫を主体と
し、
全体に粘十′万`″多く涅入する

墓森庭後嚇 ヒ物を多く渥
入―する

写乳潔曝瓶濃度の亜角礫主体を主
体とし、
全体に粘十分が多く混入する
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0.15mま で路盤である
以深、粘性土釧本の理十となる
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下位に従い、砂及び礫の混入が多く
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